
学
び
な
が
ら
、
国
家
資
格
で
あ
る
公
認
心

理
師
や
臨
床
心
理
士
の
資
格
取
得
を
目
指

し
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
せ
る
心
理
学

を
学
ぶ
「
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
デ
ー
タ
の
分
析
方
法

を
学
ぶ
授
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
授
業
、

Ａ
Ｉ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
を
学
ぶ
授

業
も
用
意
。「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
で
は
、
日
常
生
活
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
か
せ
る
心
理
学
を
は
じ

め
、
衣
食
住
に
関
す
る
心
理
や
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

　

少
人
数
制
の
ゼ
ミ
を
１
年
次
か
ら
開
講

し
て
い
る
の
も
特
徴
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
「
新
し
い
心
理
学
」
を
学
ぶ
た
め
の
Ａ

Ｉ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
室
な
ど
学
修
環

境
が
充
実
。
公
認
心
理
師
や
臨
床
心
理
士

が
目
指
せ
る
臨
床
心
理
士
養
成
第
１
種
指

定
大
学
院
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
全
員
が
受
講
可
能
と
な
っ
た

「
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
教
育

　

甲
南
女
子
大
学
で
は
、
広
い
視
野
や
バ

ラ
ン
ス
感
覚
、
社
会
に
貢
献
す
る
力
を
育

む
た
め
に
、
全
学
共
通
科
目
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
女
性
教
育
」「
初
年

次
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
３
つ
を

柱
と
し
、
全
学
部
・
学
科
の
学
生
が
共
に

学
ぶ
仕
組
み
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
新

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
教
育
で
す
。
現
代
は
、

将
来
の
予
測
が
難
し
く
変
化
の
激
し
い

「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

チ
ー
ム
を
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
指
示
し
て

導
く
形
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
自

分
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
チ
ー
ム
に
貢

　1920（大正9）年創立の甲南高等女学校を前身とし、
国際都市・神戸で100年を超える女子教育の先導的な
歴史を刻んできた甲南女子大学。「全人教育・個性尊重・
自学創造」という教育方針のもと、「未来への実践力を
育むこと」を中核的な理念に掲げ、卒業生1000人以
上の実就職率ランキングで西日本の大学3位・西日本の
女子大学1位（大学通信調べ）という実績にも見られる
ように、卒業後の多様なライフステージで活躍できる人
材を数多く輩出しています。
　今年度の心理学部の開設に続き、2026年度には社
会学部と教育学部がスタートし、全7学部10学科を擁
する女子総合大学となる甲南女子大学。「新リーダーシッ
プ」教育の導入など、新しい時代を見据えた意欲的な教
育改革を推し進めています。

文
系
・
医
療
系
を
擁
す
る
女
子
総
合
大
学

「
全
員
発
揮
型
」
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
で

時
代
に
求
め
ら
れ
る
女
性
を
育
成
す
る

甲南女子大学
〒658-0001　兵庫県神戸市東灘区森北町６-２-23　入試・広報課（入試部門）　TEL 078-431-0499　https://www.konan-wu.ac.jp/

26
年
４
月
、
社
会
学
部
・
教
育
学
部
開
設

７
学
部
10
学
科
の
女
子
総
合
大
学
へ

　

２
０
２
６
年
４
月
、
現
行
の
学
部
改
組

に
よ
り
新
た
に
社
会
学
部
と
教
育
学
部
の

２
学
部
が
誕
生
す
る
甲
南
女
子
大
学
。
25

年
度
の
心
理
学
部
開
設
に
続
く
今
回
の
改

革
に
よ
り
、
７
学
部
10
学
科
を
擁
す
る
女

子
総
合
大
学
へ
と
大
き
く
発
展
し
ま
す
。

　

社
会
学
部
は
「
総
合
社
会
学
科
」
と
い

う
学
科
名
が
示
す
通
り
、
現
代
社
会
の
複

雑
な
仕
組
み
を
、
よ
り
広
い
視
野
の
も
と

総
合
的
に
捉
え
、
刻
々
と
変
貌
し
続
け
る

社
会
構
造
そ
の
も
の
の
全
体
像
を
理
解
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
つ
ま
り
、
さ
ま

ざ
ま
に
区
分
け
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
一
つ
ひ

と
つ
を
個
別
に
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
の

テ
ー
マ
を
足
掛
か
り
に
し
た
上
で
、「
メ

デ
ィ
ア
や
文
化
か
ら
見
る
社
会
学
的
視

点
」
×
「
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
い
っ
た
経
営
学
的
視
点
」
×
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
実
践
者
と
し
て
の
生
活
学
的
視

点
」
と
い
う
三
つ
の
切
り
口
か
ら
現
代
社

会
を
考
察
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
な
ど
現
代
社
会
に
あ
ふ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
の
関

点
や
広
い
視
野
か
ら
子
ど
も
を
総
合
的
に

理
解
し
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
保

育
・
教
育
の
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
関
連
企
業
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
実
施
。
保
育
・

教
育
関
連
企
業
へ
の
就
職
も
支
援
し
ま
す
。

仕
事
に
も
社
会
に
も
役
立
つ
学
び
。

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
心
理
学

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
、
仕
事
と
生
活
の
ど
ち
ら

か
一
方
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
両
方

を
う
ま
く
統
合
し
、
人
生
全
体
を
豊
か
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

甲
南
女
子
大
学
で
は
、
こ
の
考
え
方
を

大
切
に
し
、
２
０
２
５
年
度
に
心
理
学
部

を
開
設
し
ま
し
た
。
心
理
学
部
で
は
、
科

学
的
な
視
点
か
ら
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
い
学
び
を
通
じ
て
、
仕

事
に
も
私
生
活
に
も
活
か
せ
る
心
理
学
を

わ
り
な
ど
を
学
ぶ
「
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
専

攻
」、
▼
経
済
学
や
経
営
学
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
理
論
か
ら
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
・
コ
ー
チ
ン
グ
の

ス
キ
ル
ま
で
幅
広
く
学
び
、
企
業
な
ど
と

連
携
し
た
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
む
「
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
専
攻
」、
▼
衣

服
や
食
生
活
、
住
ま
い
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
然
環
境
な
ど
暮
ら

し
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
実
践
的
に
学
び
、

社
会
で
生
き
る
幅
広
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
「
生
活
環
境
学
専
攻
」
の
３
専
攻
が

あ
り
、
自
専
攻
の
科
目
を
中
心
に
３
専
攻

１
０
２
科
目
を
横
断
的
に
履
修
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
幅
広
い
社
会

学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
を
見
通
し

た
架
け
橋
期
の
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
教
育
学
部
子
ど
も
教
育
学
科

で
は
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校

教
諭
な
ど
多
様
な
資
格
・
免
許
が
複
数
取

得
可
能
で
、
こ
れ
か
ら
の
現
場
で
求
め
ら

れ
る
、
子
ど
も
の
育
ち
を
幅
広
く
理
解
し

た
保
育
者
・
教
育
者
を
目
指
し
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
流
れ
と
し
て

は
、
１
・
２
年
次
に
基
礎
教
育
と
し
て
、

少
人
数
の
基
礎
ゼ
ミ
お
よ
び
導
入
教
育

「
子
ど
も
学
」
を
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、

〝
授
業
＋
体
験
〟
で
専
門
的
・
実
践
的
に

学
ぶ
甲
南
女
子
大
学
独
自
の
「
未
来
の
先

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
  （1）

」
を
通
じ
て
、
自
分
の

興
味
関
心
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
び

な
が
ら
強
み
に
磨
き
を
か
け
ま
す
。

　

教
育
学
や
保
育
学
が
学
び
の
中
心
に
な

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
福
祉
学
や
医

学
、
心
理
学
、
社
会
学
な
ど
の
多
様
な
視

（1） 「未来の先生」プログラム
　遊び創造、医療保育・発達支援、国際子ども、
子どもの心理・社会性発達、校種間接続・連携、
クラス運営・授業づくりの６つのプログラムか
ら、興味関心に応じて最大２つまで選択するこ
とができる。各プログラムで指定された授業科
目（専門教育）を受講するとともに各プログラ
ムに関連した実践の場で体験を積むことで、卒
業時に認定証を取得。自分で決めた関連領域の
ボランティア活動も認められる。
※内容は予定であり、変更となる場合があります。

（2） リーダーシップ・プログラム
　「新リーダーシップ」科目の履修を証明する
大学認定プログラム。
　授業は少人数のチーム・グループワーク形式
で行い、課題に取り組む中でチームと個人の振
り返りとメンバー同士の相互フィードバックの
プロセスを重視。メンバー間で伝え合うことで、
自分の無意識の行動がチームに影響を与えてい
ることに気づき、仲間とともに成長していく。

「基礎」で自己のリーダーシップを開発し、「応
用」で他者のリーダーシップ開発を支援。また
正課外として「発展」では学外で自己と他者の
リーダーシップ開発に取り組む。
※�「応用」「発展」レベルは学科カリキュラムや

受講定員の都合により、受講できない場合が
あります。

択
が
可
能
な
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。

こ
の
う
ち
「
公
認
心
理
師
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
心
の
問
題
や
心
の
支
援
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
自
分
自
身
を
理
解
し
、
人
と

の
関
係
も
大
切
に
で
き
る
力
を
育
て
る
こ

と
で
、
よ
り
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
専
門
性
を
高
め
る

た
め
に
、
興
味
や
関
心
に
応
じ
て
複
数
選

献
す
る
「
全
員
発
揮
型
」
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
南
女
子
大
学
で
は
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
「
チ
ー
ム
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
他
の
メ
ン
バ
ー
に
及
ぼ
す
影
響

力
」
と
定
義
し
、「
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

と
呼
称
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
に
関

西
で
初
め
て
「
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を

学
ぶ
正
課
授
業
を
導
入
し
、
２
０
２
５
年

度
か
ら
は
す
べ
て
の
新
入
生
に
受
講
を
推

奨
。
希
望
す
る
新
入
生
全
員
が
学
部
学
科

を
超
え
た
ク
ラ
ス
で
１
年
間
受
講
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
  （2）

」
と
し
て
、
基
礎
・
応
用
・
発
展

の
３
段
階
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
複
数
年

を
か
け
て
段
階
的
に
力
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
春
に
は

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が

新
た
に
設
立
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
評

価
・
改
善
・
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

他
大
学
や
高
校
、
企
業
と
も
連
携
し
て
実

践
的
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

○「甲南女子大学UPDATE」
　甲南女子大学は、「女性が
一人の自律した人間として
生き抜いていくことを大学
一丸となって真摯に応援す
る大学」です。
　ウェブサイト「甲南女子大学UPDATE」で
は、学びをはじめ、アップデートした大学のさ
まざまな特色を紹介します。

甲南女子大学
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